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項
目 

経営 
目標 

本年度の 
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 

学校関係者 
評価記入欄 

学校の見
解と今後
の方向性 

評
価 

コメント 

確
か
な
学
力
の
向
上 

「自ら考
え、みん
なで学ぶ
子供の育
成」の実
現に向け
て、確か
な学力の
向上を図
る。 

国語科・算
数科を中心
に、付けた
力をもとに
分かる・で
きる・楽し
いを実感
し、共に学
び高め合う
児童の育成
を図る。 

問題解決的な学習を重視
し､めあて･振り返りのあ
る授業を通じて学習意欲
の喚起を図る。 

 
Ａ 

意欲を高め
る工夫がめ
あてを達成
させた。 

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ
等を活用し
てコロナ対
策を講じる 

A 

工夫して
授業する
様子が伺
える。 

研修を
生かし
た授業
力向上 

言語活動の充実や読書活
動の推進を基盤に、基礎
的・基本的な事項の習熟
を図る｡ 

 
Ｂ 

言葉に注目
した様々な
学びができ
ている。 

プリント等
で基礎的な
事項の習熟
を図る。 

B 

読書に対
する意欲
が高まっ
ている。 

図書室
の利用
数の向
上 

互いの考えのよさに学び
合う学習活動を充実さ
せ、考える力、表す力の
育成を図る。 

 
Ａ 

発表ボード
等の活用が
成果につな
がった。 

話型指導も
含め、系統
的な指導を
行う。 

A 

小グルー
プで意見
交換の場
がある。 

発達段
階を意
識した
指導 

豊
か
な
心
の
育
成 

相手を尊
重する態
度を育み
豊かな心
の育成を
図る。 

よさに着目
し、よさを
認め励ます
ことを通じ
て、共に高
め合える関
係の構築を
図る。 

気持ちのよい挨拶や言葉
遣いの啓発、いじめをな
くす取組を通じて、人権
教育の推進を図る。 

 
Ａ 

高学年や代
表員会の良
い効果が広
がった。 

さん付けに
ついては意
識を高め定
着を図る。 

A 

挨拶運動
を今後も
継続して
ほしい。 

挨拶と
呼称の
指導の
充実 

たてわり班活動や交流活
動の充実をもとに、思い
やりや尽くす心の育成を
図る。 

 
Ａ 

たてわり清
掃等通して
心の成長が
見られた。    

今年度でき
なかったこ
とを確実に
引き継ぐ。 

A 

高学年が
リードし
て交流が
できた。 

担当す
る教員
の引き
継ぎ 

健
や
か
な
体
の
育
成 

安全・安
心な環境
を作り、
健やかな
体の育成
を図る。 

健康の増進
と体力の向
上を推進
し、自分の
命は自分で
守ろうとす
る態度の育
成を図る。 

日常的な体づくりの取組
を通じて、健康の増進と
体力の向上を推進する。 
 

 
Ａ 

マラソン大
会の取組が
体力低下を
取り戻した 

コロナ対応
の中体力づ
くりを継続
する。 

A 

体力向上
に継続的
に取り組
めた。 

日常と
行事の
両面で
推進 

安全指導や避難訓練・安
全教室の充実と徹底を通
じて、命を守る教育の推
進を図る。 

 
Ａ 

救急救命の
技能は価値
があり成果
といえる。 

手洗い指導
なども継続
して効果を
高める。 

A 

命の大切
さを学ぶ
取組の継
続を願う 

コロナ
対応下
での実
施 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携 

家庭や地
域との連
携を推進
し、家庭
や地域の
一員とし
ての自覚
や態度を
高める。 

地域と心が
かよう学校
づくりに向
けて、家庭
と連携し
て、地域を
愛し、地域
づくりに関
心のある児
童の育成を
図る。 

地域に根ざした教育を充
実させ、地域を大切にす
る児童の育成を図る。 
 

 
Ｃ 

外部講師等
が招聘でき
ず十分とは
言えない。 

総合的な学
習の時間の
内容を精選
していく。 

A 

いろり庵
の活用の
様子が見
られた。 

地域教
材の整
備と活
用 

あらゆる機会を通じて、
地域に開かれた学校づく
りの推進を図る。 
 

 
Ｂ 

特に２学期
の行事で、
保護者や地
域に開くこ
とができた 

コロナの状
況を見なが
らその都度
工夫改善し
ていく。 

B 

今後も無
理のない
範囲での
学校公開
を望む。 

学校便
り等で
のこま
めな発
信 

家庭と連携して、よりよ
い学習習慣の定着を図
る。 
 

 
Ｂ 

教育相談日
や日頃の連
絡が定着に
つながった 

休校期間中
のよい協力
を継続して
いく。 

B 

家庭との
連携は、
とれてい
る。 

家庭と
学習面
で連携
強化 

特
色
あ
る
教
育
活
動
の
推
進 

個に応じ
た指導体
制の充実
を図る。 

教育相談体
制や特別支
援教育の充
実を図る。 

児童一人一人の実態につ
いて情報連携を図るとと
もに、校内委員会を通じ
て組織的に対応する。 

 
Ｃ 

情報共有は
適切だが組
織的対応に
課題がある 

対応する部
署を明確に
し、各種会
議を開く 

A 

個々での
対応が活
かせてい
ると。 

組織的
な対応
等の強
化 

小中一貫
教育等の
推進を図
る。 

小規模校同
士による連
携を推進す
る。 

行事や授業の連携を通じ
て、第六中学校や成木小
学校との交流活動を推進
する。 

 
Ｃ 
 

成木小との
交流はでき
る限りのこ
とを行った 

六中とはよ
り緊密な連
携を行図っ
ていく。 

B 

できるこ
とを無理
せず実施
していた 

六中、
成木小
との連
携強化 

 

＜学校経営方針の重点＞  １ 確かな学力の育成    ２ 豊かな心の育成   ３ 健やかな体の育成   

 ４ 家庭や地域との連携   ５ 特色ある教育活動の推進 

 


